
款 項 目

9 5 8

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名

歴史まちづくり総務費 286

施策事業名 文化財保護

事業目的
文化財の適切な保護措置や活用を推進することで、地域住民や犬山市を訪れる観光客へ文化財の周知を
行い、交流人口の増加を図る。

事業内容

●事業の全体計画
・文化財保護審議会の運営や各地の事例研究により市内文化財の適切な保存・管理・活用を図る。
・文化財関連イベントの開催等により文化財愛護精神の醸成を図る。
・文化財保存活用地域計画に基づき、文化財行政を計画的に推進する。

●主な事業内容
○文化財保護審議会の運営
○市内の文化財の保存及び活用
・国指定天然記念物ヒトツバタゴ自生地維持管理
・妙感寺古墳、磨墨塚史跡公園の維持管理
・文化財看板の設置及び修繕
○史跡整備市町村協議会への参加
○文化財関連市民団体の支援
○犬山歴史文化ぷらっとフォームの活動推進

●主な予算の内訳
・文化財保護審議会委員報酬　　　　130千円
・文化財看板設置工事請負費　　　　 99千円
・磨墨塚史跡公園複合遊具改修工事　790千円

事業の目標

・犬山市に残る貴重な文化財を後世に継承するため適切に維持管理を行う。また、文化財関連市民団体
に対する支援等の取り組みの実施により、文化財に対する市民意識を醸成する。
・文化財保存活用地域計画に基づき、行政と地域が一体となって文化財を保護する体制の構築を目指
す。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

93%

文化財維持管理 3,005 0 0 1 3,004 100%

文化財保護一般事務 958 0 0 64 894

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 3,963 0 0 65 3,898 98%

 - - - - - - 



款 項 目

9 5 8

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名

歴史まちづくり総務費 286

施策事業名 歴史まちづくり推進

事業目的

犬山市歴史的風致維持向上計画（第２期）で「歴史的風致」の構成要素として位置づけた歴史的な建
造物の保存修理事業や、祭礼・伝統行事などの人々の活動を支援し、歴史的風致の維持向上を図りな
がら歴史まちづくりを推進する。また、より効果的な歴史的風致の維持向上のための補助制度の活用
や計画の見直し等を随時行う。

事業内容

●全体計画
・歴史まちづくり法に基づき、国から認定された「犬山市歴史的風致維持向上計画（第2期）」に
沿って事業を推進する。

●主な事業内容
・歴史まちづくり協議会を開催し、犬山市歴史的風致維持向上計画の進捗管理や評価、施策の調整・
確認、計画の見直しを行う。
・歴史まちづくり協議会専門部会を開催し、歴史まちづくりに必要となる専門的な議論や施策の調
整・確認を実施する。
・歴史的風致を活かしたまちづくりに係る情報交換のための会議に参加する。（中部歴史まちづくり
サミット、歴史的景観都市協議会等）

●主な予算の内訳
・歴史まちづくり協議会委員報酬　　  130千円
・歴史まちづくり協議会委員旅費　　　246千円

事業の目標

・犬山市歴史的風致維持向上計画（第2期）に基づく事業を実施し、市内の歴史的風致の維持向上を
図る。
・各種会議を通じて歴史的風致維持向上計画認定都市との交流を積極的に深め、歴史まちづくりに関
する情報共有を図りながら他市町との連携を強化する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

 - - - - - - - 

歴史まちづくり推進 801 0 0 0 801

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 801 0 0 0 801 100%

 - - - - - - 



款 項 目

9 5 8

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名

歴史まちづくり総務費 286

施策事業名 犬山市史編さん

事業目的
平成年間の犬山市に関する資料を収集・保管し、それらを基に『犬山市史平成編』を編さんして、犬
山市の歴史を後世に伝えるとともに犬山市民の歴史に対する関心を高め、郷土への愛着を育む。

事業内容

●事業の全体計画
・犬山市域に関する資料の調査・収集
・『犬山市史平成編』の編さん
・収集した資料の整理及び活用策の検討

●主な事業内容
・通史編原稿の確認、校正、印刷製本
・収集資料の整理

●主な予算の内訳
・『犬山市史平成編』印刷製本及び配送業務委託    8,140千円
・執筆謝礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,000千円

●今後のスケジュール（予定）
・令和8年度…通史編刊行
・令和9年度以降…発刊記念イベント開催、資料整理

事業の目標
・犬山市史編さん計画に基づき事業を推進する。
・『犬山市史平成編』の通史編の原稿校正及び印刷製本を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

0%

 - - - - - - - 

犬山市史編さん 22,627 0 0 22,627 0

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 22,627 0 0 22,627 0 0%

 - - - - - - 



款 項 目

9 5 9

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名

歴史的資産保存・継承費 290

施策事業名 民俗文化財

事業目的
市内の有形・無形の民俗文化財を適切に保存し、後世へ正しく伝承する。伝統行事の継承の支援を通
じてコミュニティの存続を促進する。

事業内容

●事業の全体計画
・市内の有形・無形の民俗文化財の適切な保存と後世への伝承

●主な事業内容
○犬山祭伝承保存
・民俗的価値が高く、地域の生活文化の核として住民を結集する上で重要な役割を果たしてきた犬山
祭の車山行事（ユネスコ無形文化遺産・国指定重要無形民俗文化財）を後世へ正しく継承する。ま
た、県指定有形民俗文化財である車山13輛についても文化財保護の立場から現況を把握し、有形・無
形の双方併せた保護施策の推進を図る。
○民俗文化財保護
・石上祭の継承と保護施策の推進を図る。
・市内の各地域で守り伝えられてきた伝統行事（無指定）の継承と保護施策の推進を図る。

●主な予算の内訳
・犬山祭山車保存修理補助金　3,333千円
・犬山祭伝承助成金　        5,850千円
・石上祭助成金　            1,000千円
・民俗文化財保存伝承事業補助金（後継者育成 30,000円×26団体）780千円

事業の目標

・犬山祭の車山行事を後世に正しく継承するため、計画に沿って保存修理事業を適切に実施する（令
和8年度は中本町懸装幕復元新調を予定）。
・市内の各地域で守り伝えられてきた伝統行事の継承のため後継者の育成や道具の修理新調などの保
存伝承事業を促進する（令和8年度は26団体の後継者育成事業への支援を予定）。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

21%

民俗文化財保護 1,780 0 0 300 1,480 83%

犬山祭伝承保存 12,542 0 0 9,964 2,578

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 14,322 0 0 10,264 4,058 28%

 - - - - - - 



款 項 目

9 5 9

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 854 0 0 0 854 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

伝統的建造物保存 854 0 0 0 854

事業内容

●全体計画
・伝統的建造物を調査したうえで修理・修景を行い、市内の貴重な建造物の保存を図る。

●主な事業内容
・伝統的建造物修理に関する調査及び技術指導
・文化財建造物保存修理関係者等研修会等への参加

●主な予算の内訳
・伝統的建造物技術指導委託料　659千円

事業の目標
・犬山城下町内の物件を中心に、歴史的建造物の保存修理や防災対策に対する支援を行うことで、歴
史的建造物の滅失を食い止め、歴史的な町並みの保存を図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

歴史的資産保存・継承費 290

施策事業名 伝統的建造物

事業目的
市内に現存する歴史的建造物の調査及び修理・修景を行い、保存を図ることで貴重な歴史的建造物を
保存する。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名



款 項 目

9 5 9

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 13,128 0 0 76 13,052 99%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

99%

 - - - - - - - 

青塚古墳史跡公園管理 13,128 0 0 76 13,052

事業内容

【青塚古墳史跡公園管理】
●事業の全体計画
・平成12年に供用開始した青塚古墳史跡公園の適切な維持管理
・民間団体に活用・管理を委託

●主な事業内容
・学芸員による青塚古墳についてのガイダンスや普及啓発事業の実施
・史跡公園活用・管理委託　令和7年4月～令和12年3月(債務負担行為)

●主な予算の内訳
・史跡公園活用・管理委託　9,680千円
・光熱水費　　　　　　　　　981千円

事業の目標

・来園者へのガイダンス、青塚古墳や周辺の文化遺産を活用した普及啓発事業を実施することで、来
園者数の増加を図る。また、地域に残る文化遺産を周知することで、文化遺産に対する意識の醸成を
図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

歴史的資産保存・継承費 290

施策事業名 青塚古墳史跡公園

事業目的
県下で2番目の大きさを誇る前方後円墳で平成12年に史跡の整備を実施した青塚古墳史跡公園を適切
に保存・管理し、文化遺産の活用を図りながら地域の交流拠点として、地域住民と連携して管理及び
活用を図る。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名



款 項 目

9 5 9

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 3,833 0 0 58 3,775 98%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

98%

 - - - - - - - 

東之宮古墳保存活用 3,833 0 0 58 3,775

事業内容

●全体計画
平成22年度～令和2年度　　史跡東之宮古墳整備事業
令和3年度～　　　　　　　東之宮古墳維持管理、東之宮古墳活用事業

●主な事業内容
〇東之宮古墳維持管理
・東之宮古墳草刈・清掃

●主な予算の内訳
・講師謝礼　　　　　　　　　　 20千円
・東之宮古墳管理業務委託料　2,263千円
・東之宮古墳樹木伐採委託料　　440千円

事業の目標
・東之宮古墳及び周辺の草刈や清掃等を実施し、東之宮古墳を適切に維持・管理する。
・講座、ワークショップ等の開催を通じ東之宮古墳を広く市民に周知する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

歴史的資産保存・継承費 290

施策事業名 東之宮古墳

事業目的
史跡東之宮古墳の恒久的な保存と、これまで実施した発掘調査成果等の周知等を目的に、史跡整備後
の東之宮古墳を適切に管理し、普及啓発事業を実施する。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名



款 項 目

9 5 9

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 11,959 3,586 7,400 0 973 8%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

8%

 - - - - - - - 

ヒトツバタゴ自生地整備 11,959 3,586 7,400 0 973

事業内容

●事業の全体計画
・大正12年に天然記念物に指定されたヒトツバタゴ自生地の保存と活用のため令和３年度に公有化を
行い、令和６年度に保存活用計画を策定した。保存活用計画に基づき、自生地及び周辺の整備を行
う。
　令和３年度　天然記念物ヒトツバタゴ自生地公有化
　令和４年度　既存資料調査、現地調査、計画策定(骨子作成）
　令和５年度　現地調査、計画策定(課題抽出）
　令和６年度　計画策定(公開活用手法の検討、計画の完成)
　令和７年度　文化庁認定、計画書印刷、整備工事実施設計
　令和８年度　柵、看板の更新等、ハード面の整備
　令和９年度　学習環境の拡充、パンフレット印刷

●主な事業内容
・ヒトツバタゴ自生地整備工事

●主な予算の内訳
・ヒトツバタゴ自生地整備工事請負費　11,828千円

事業の目標
・ヒトツバタゴ自生地内の立ち入り防止柵や解説看板を更新し、自生地の確実な保存継承につなげる
とともに、その価値についてわかりやすく発信する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

歴史的資産保存・継承費 290

施策事業名 ヒトツバタゴ自生地整備

事業目的
大正12年に天然記念物に指定されたヒトツバタゴ自生地の保存と活用のため令和３年度に公有化を行
い、令和６年度に保存活用計画を策定した。保存活用計画に基づき、自生地及び周辺の整備を行う。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名



款 項 目

9 5 10

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名

伝統文化施設費 294

施策事業名 文化史料館

事業目的
犬山の歴史資料等の収集・保管・調査を推進するとともに、犬山城と城下町の歴史文化の紹介を行う
ガイダンス施設として、市民・観光客の文化財に対する理解を促進し、城下町の賑わいを創出する。
また、からくり人形の展示や実演解説を通して国内外に日本のからくり文化の魅力を発信する。

事業内容

●事業の全体計画
・施設及び所蔵品の適切な管理運営
・所蔵品等の展示公開、ワークショップの開催、各種情報発信等による犬山城と城下町の歴史文化、
からくり文化の紹介

●主な事業内容
・文化財に関する調査研究に基づく常設展及び企画展の開催
・からくり人形の実演と製作公開
・各種ワークショップの開催

●主な予算の内訳
○本館
・光熱水費   　　　　　 　 　3,133千円
・委託料（施設管理業務他）　 7,911千円
○南館
・からくり専門員報酬　     　2,880千円
・委託料（施設管理業務他）  10,139千円

事業の目標
・企画展の充実と来館者案内のレベルアップを図ることでリピーターを増やす。
・ワークショップの開催により、新たな来館者層を開拓する。
・入館料収入の他、図録やミュージアムグッズの販売を促進し、施設の歳入全体を増やす。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

41%

文化史料館南館管理 15,407 0 0 7,666 7,741 50%

文化史料館管理 13,014 0 0 7,702 5,312

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 28,421 0 0 15,368 13,053 46%

 - - - - - - 



款 項 目

9 5 10

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名

伝統文化施設費 294

施策事業名 中本町まちづくり拠点施設

事業目的

まちづくり活動の拠点としてコミュニティ団体及びまちづくり団体の活動を支援し、多世代交流を促
進する。また、犬山祭の車山や関連資料を適切に保管・展示公開することにより、犬山城下町の伝統
文化の魅力を国内外へ発信する。更に、犬山城や城下町の他の施設との連携を図り、相乗効果による
地域の賑わいを創出する。

事業内容

●全体計画
・展示ホールでの実物の車山の展示公開により、来館者へ犬山祭の魅力を発信する。

●主な事業内容
・展示ホールにて犬山祭の車山４輌を展示し、光と音の演出で祭り当日の雰囲気を再現する。
・展示室では犬山祭・城下町の映像と関連資料の展示により犬山の魅力を発信する。

●主な予算の内訳
〇中本町まちづくり拠点施設管理
・施設管理業務委託料　　　　　　4,225千円
・清掃委託料　　　　　　　　　　1,133千円
・照明・音響・映像設備保守委託料　515千円
〇中本町まちづくり拠点施設営繕
・自動ドア補修工事  　　　　　　　451千円
・エレベーター部品交換工事    　　341千円

事業の目標
・施設内のスペース提供などにより、コミュニティ団体及びまちづくり団体の活動を支援する。
・犬山祭に使用する車山や犬山に伝わる資料の適切な保管と展示公開を実施し、犬山の魅力を内外に
発信することにより来館者数の増加を図り、地域の賑わいを創出する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

55%

中本町まちづくり拠点施設営繕 792 0 0 0 792 100%

中本町まちづくり拠点施設管理 10,380 0 0 4,649 5,731

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 11,172 0 0 4,649 6,523 58%

 - - - - - - 



款 項 目

9 5 10

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 8,074 1,358 0 387 6,329 78%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

93%

旧磯部家住宅復原施設営繕 2,717 1,358 0 0 1,359 50%

旧磯部家住宅復原施設管理 5,357 0 0 387 4,970

事業内容

●事業の全体計画
犬山市が目指す歴史文化資源を活かしたまちづくりを推進するため、登録有形文化財である旧磯部家
住宅を適切に維持管理し一般公開する。来館者に犬山の伝統的な町家の雰囲気に触れてもらうと同時
に、城下町へのまち歩きを促す。

●主な事業内容
・犬山の町屋文化の伝承及び町家文化に係る資料の展示
・コミュニティ団体及びまちづくり団体の活動支援

●主な予算の内訳
〇旧磯部家住宅復原施設管理
・施設管理委託料　　 　　　  3,939千円
・光熱水費　　　　　　　　　　 392千円
・修繕料（緊急対応用）　　　　 250千円
・花木維持管理委託料　    　　 187千円
○旧磯部家住宅復原施設営繕
・奥土蔵漆喰補修工事　　　 　2,717千円

事業の目標

・施設管理を中本町町内会に委託し、建物を適切に維持管理する。
・旧磯部家住宅に関する情報発信を行うとともに、各種イベントを開催する。
・施設の公開だけでなく貸室としての使用を促進し、地域活性化に貢献する。
・公開施設として安全快適な環境を整えるための修繕を実施する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

伝統文化施設費 294

施策事業名 旧磯部家住宅復原施設

事業目的
登録有形文化財の旧磯部家住宅を適切に維持管理・公開し、犬山の町家文化に関する情報発信を行う
とともに、町屋まちづくり拠点施設として地域の交流を促進する。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名



款 項 目

9 5 10

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 878 0 0 399 479 55%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

55%

 - - - - - - - 

旧堀部家住宅管理 878 0 0 399 479

事業内容

●全体計画
・集客と文化財への理解促進、保護意識を醸成する。
・登録有形文化財である建物の適切な維持と安全な利活用推進のための修繕を実施する。

●主な事業内容
・広報、HPによる情報発信
・不具合箇所の随時修繕

●主な予算の内訳
・修繕料　　　　　　　250千円
・消防設備保守委託料　 53千円
・警備委託料　　　　　209千円
・花木維持管理委託料　209千円

事業の目標
・登録有形文化財である建物の適切な維持管理
・賃借人による文化財の活用と城下町南地区の賑わい創出に対する支援（情報発信のサポート）
・建物の安全な利活用推進のための整備検討

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

伝統文化施設 294

施策事業名 旧堀部家住宅

事業目的
登録有形文化財である旧堀部家住宅を適切に管理し、安全な利活用を推進する。市民参画による運営
を支援し、城下町南地区の賑わいを創出する。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)目名



Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 274,703 0 0 8,700 266,003 97%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

97%

 - - - - - - - 

一般管理 274,703 0 0 8,700 266,003

事業内容

●事業の全体計画
・来訪者の対応と国宝犬山城天守及び史跡犬山城跡の適切な保存・管理を行う。

●主な事業内容
・管理運営業務の実施
・城郭内修繕の実施
・城郭内樹木剪定・伐採
・犬山城管理委員会の開催
・犬山城白帝文庫補助金交付
・入場登閣券、入場者用のパンフレット等の印刷

●主な予算の内訳
・犬山城城郭内修繕料
（登閣道側溝修繕、加圧給水ポンプ総合整備修繕等）　　　　　　　　　9,490千円
・施設管理委託料
（警備、花木維持管理、樹木伐採、管理運営業務、消防設備点検等）  176,429千円
・犬山城白帝文庫補助金                                           29,700千円

事業の目標
・管理運営業務、各設備保守点検等を円滑に行い、施設の運営及び安全管理を適切に行う。
・き損及び劣化した部分の修繕等を着実に実施し、適切な施設設備の維持管理を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

372

施策事業名 犬山城一般管理

事業目的 犬山市が管理する国宝犬山城天守及び史跡犬山城跡を適切な保存管理し、活用を図る。

犬山城費特別会計

令和８年度　予算説明書

部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)特別会計名



Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 110,361 26,397 0 78,278 5,686 5%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

5%

 - - - - - - - 

調査・整備 110,361 26,397 0 78,278 5,686

事業内容

●事業の全体計画
○史跡犬山城跡の調査・整備
・史跡整備基本計画策定　令和4～6年度
・石垣調査　平成30～令和9年度
・大手門枡形跡整備　令和2～10年度
・城山整備　令和2年度～
○国宝犬山城天守の保存修理
・天守防災対策事業　令和2～10年度
○天守・史跡に係る事業
・世界文化遺産登録に向けた調査等
・普及啓発事業（犬山城みらいサポーター等）の開催

●主な事業内容
・史跡犬山城跡（大手門枡形跡）整備実施設計
・石垣調査（石垣カルテ作成、年代調査）
・犬山城天守防災設備改修工事実施設計

●主な予算の内訳
・大手門枡形跡史跡整備実施設計委託料　　　  41,217千円
・石垣調査（カルテ作成・年代調査）委託料　  12,738千円
・天守防災設備改修工事実施設計委託料　　　  14,520千円

事業の目標

・石垣調査により石垣の現状を把握し、詳細な記録を作成する。
・基本設計に基づき、犬山城大手門枡形跡（犬山市福祉会館跡地）整備のための実施設計を行う。
・犬山城防災対策計画に基づき、天守の防災設備を更新・整備するための実施設計を行う。
・近世城郭の天守群の価値に関する調査や犬山城みらいサポーターの活動などを通して、犬山城を美
しく未来へ継承し、世界遺産登録に向けた気運の醸成を図る。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

374

施策事業名 犬山城調査・整備

事業目的
国宝犬山城天守及び史跡犬山城跡の適切な管理を実施し、管理団体として文化財を恒久的に保存する
責務を果たす。また、残存する遺構等の調査を推進し、史跡の追加指定を目指すと共に恒久的な保存
活用に向けた史跡整備を実施する。

犬山城費特別会計

令和８年度　予算説明書

部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)特別会計名



Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 105,813 0 0 0 105,813 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

予備費 105,813 0 0 0 105,813

事業内容 設備の急な故障や自然災害など緊急時への対応

事業の目標 補正予算や予算流用では対応が困難な緊急の財政需要に備える。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

376

施策事業名 予備費

事業目的 不測の事態等に対応できるよう、予算を計上する。

犬山城費特別会計

令和８年度　予算説明書

部局名 教育部

課　名 歴史まちづくり課
予算書(P)特別会計名


